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諸
国
に
独
立
へ
の
希
望
を
与
え
た
日
本
海
海
戦
（
第
一
回
）

講
談
師
　
一
龍
斎
貞
花

　

今
年
は
、
日
本
海
海
戦
一
一
〇
周
年
で
も

あ
り
ま
す
。
日
露
の
戦
い
は
、
欧
米
列
強
に

植
民
地
と
さ
れ
て
い
た
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ

諸
国
に
、
独
立
へ
の
希
望
と
自
信
を
与
え
た

意
義
あ
る
戦
い
で
し
た
。

　

一
九
世
紀
の
末
、
帝
政
ロ
シ
ア
は
強
大
な

軍
事
力
で
中
国
東
北
部
満
州
に
軍
を
進
め
、

旅
順
に
大
艦
隊
を
配
備
、
更
に
朝
鮮
半
島
へ

の
進
出
を
図
り
、
そ
の
脅
威
は
日
本
に
も
迫

っ
て
い
た
。

　

明
治
二
二
年
二
月
十
一
日
、
大
日
本
帝
国

憲
法
公
布
。
大
国
ロ
シ
ア
よ
り
も
早
く
、
ア

ジ
ア
最
初
の
立
憲
君
主
国
と
な
り
、
翌
二
三

年
十
月
教
育
勅
語
が
発
せ
ら
れ
る
な
ど
国
の

形
を
整
え
、
明
治
維
新
か
ら
欧
米
先
進
国
に

追
い
つ
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
の
、
工
業
化

へ
の
進
展
は
思
う
よ
う
に
は
か
ど
ら
ず
、
発

展
途
上
の
弱
小
国
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
明
治
二
七
年
八
月
一
日
に
勃

発
し
た
日
清
戦
争
は
九
ヶ
月
足
ら
ず
で
日
本

の
勝
利
と
な
り
、
清し

ん

か
ら
朝
鮮
を
独
立
さ
せ

ま
し
た
。
清
と
い
う
の
は
満
州
で
、
中
国
を

侵
略
し
三
百
年
間
も
治
め
て
い
た
。
中
国

四
千
年
と
は
い
う
も
の
の
、
元げ

ん

は
蒙
古
、
清

は
満
州
。
中
国
は
統
治
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
。

　

日
本
は
朝
鮮
を
独
立
さ
せ
、
遼
東
半
島
と

台
湾
を
譲
り
受
け
、
賠
償
金
を
得
て
講
和
条

約
が
締
結
さ
れ
た
も
の
の
、
遼
東
半
島
を
清

に
返
せ
と
い
う
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
に
よ
る
三
国
干
渉
。
こ
の
三
ヶ
国
に
対
抗

す
る
力
な
く
、
折
角
得
た
領
土
を
わ
ず
か
六

日
後
放
棄
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
如
き
有
色
人
種
の
小
国
が
、
新
た
な

領
土
を
得
る
こ
と
を
許
せ
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

満
州
や
朝
鮮
を
我
が
物
に
せ
ん
と
す
る
ロ

シ
ア
は
、
旅
順
を
含
む
遼
東
半
島
を
な
ん
と

し
て
も
手
に
入
れ
た
く
三
年
後
、
力
に
も
の

を
い
わ
せ
旅
順
と
大だ

い
れ
ん連
を
清
か
ら
租
借
す
る

こ
と
に
成
功
し
、
要
塞
を
築
き
艦
隊
を
配
備
。

ド
イ
ツ
は
青ち

ん
た
お島
、
イ
ギ
リ
ス
は
香
港
、
フ
ラ

ン
ス
は
上
海
と
租
借
し
ま
く
っ
た
の
で
す
。

　

国
民
は
「
臥が

し
ん
し
ょ
う
た
ん

薪
嘗
胆
」
を
合
言
葉
に
、
ロ

シ
ア
に
備
え
る
に
は
軍
備
増
強
の
声
が
高
ま

っ
て
い
き
、
日
本
国
民
は
一
丸
と
な
っ
て
協

力
を
惜
し
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

明
治
三
六
年
十
二
月
風
雲
急
を
告
げ
、
日

本
海
軍
は
、
ロ
シ
ア
艦
隊
に
対
抗
す
る
べ
く

最
新
の
軍
艦
を
揃
え
連
合
艦
隊
を
編
成
。

　

山
本
権
兵
衛
海
軍
大
臣
は
、
司
令
長
官
に

東
郷
平
八
郎
中
将
を
任
命
。

経営と健康

　

東
郷
平
八
郎
連
合
艦
隊
司
令
長
官

　
「
舞
鶴
鎮
守
府
長
官
で
、小
柄
な
東
郷
な
ど
」

と
い
う
批
判
の
声
が
明
治
天
皇
の
お
耳
に
ま

で
達
し
、
東
郷
任
命
の
理
由
を
た
だ
さ
れ
る

や
　
「
東
郷
は
、
運
の
よ
い
男
で
す
か
ら
起
用
し

ま
し
た
」
と
お
答
え
し
た
が
、
以
前
各
司
令

官
に
国
際
情
勢
や
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
海
軍

の
作
戦
方
針
に
つ
い
て
諮
問
し
た
時
、
東
郷

中
将
の
具
体
的
か
つ
合
理
的
な
答
申
が
群
を

抜
い
て
お
り
、
抜
擢
を
決
め
た
の
で
す
。

　

薩
摩
出
身
の
東
郷
は
、
薩
英
戦
争
に
参
加
、

見
習
い
士
官
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、

七
年
間
の
英
国
留
学
を
へ
て
海
軍
少
佐
と
し

て
日
清
戦
争
に
浪
速
︵
な
に
わ
︶
艦
長
と
し

て
活
躍
。
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活
動
。

　

明
治
三
八
年
二
月
、
新
装
な
っ
た
三
笠
は

大
将
旗
を
は
た
め
か
せ
、
東
郷
長
官
、
後

に
首
相
と
な
る
新
任
の
加
藤
友
三
郎
参
謀

長
、
秋
山
作
戦
参
謀
以
下
、
呉
を
出
発
。
艦

隊
の
根
拠
地
朝
鮮
の
鎮
海
湾
へ
。
三
笠
、敷
島
、

朝
日
、
富
士
の
戦
艦
四
隻
、
巡
洋
艦
八
隻
は
、

黄
海
海
戦
で
敵
に
逃
げ
ら
れ
た
Ｔ
字
戦
法
の

失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
全
艦
隊
が
迅
速

に
タ
ー
ン
す
る
練
習
や
、
砲
撃
の
命
中
率
を

高
め
る
た
め
の
厳
し
い
訓
練
を
実
施
。

　

三
ヶ
月
間
、
朝
五
時
か
ら
夜
八
時
ま
で
訓

練
を
続
け
、
現
在
と
違
い
百
発
撃
っ
て
わ
ず

か
三
発
と
い
う
三
％
だ
っ
た
命
中
率
が
倍
以

上
に
上
り
、
か
く
し
て
す
べ
て
の
準
備
を
整

え
、バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
来
た
れ
と
待
ち
構
え
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
バ
ン
・
フ
ォ
ン
湾
を
出
港
し

た
ロ
シ
ア
艦
隊
の
情
報
が
全
く
途
絶
え
て
し

ま
い
、
そ
の
行
動
が
よ
う
と
し
て
分
ら
な
い
。

　

今
な
ら
衛
星
や
、
レ
ー
ダ
ー
な
ど
で
一
目

分
る
が
、
当
時
の
こ
と
い
つ
く
る
か
、
ウ
ラ

ジ
オ
へ
ど
の
ル
ー
ト
を
通
る
の
か
。

　
「
天
気
晴
朗
な
れ
ど
も
波
高
し
」
植
民
地
と

な
っ
て
い
る
諸
国
に
、
独
立
へ
の
希
望
を
与

え
た
勝
利
へ
の
東
郷
タ
ー
ン
は
、
次
回
の
お

楽
し
み
に
。
ポ
ポ
ン
ポ
ン

　

慎
重
か
つ
決
断
力
に
富
み
勉
強
熱
心
で
、

英
国
留
学
中
行
動
力
抜
群
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

朝
鮮
半
島
は
、
日
本
の
安
全
保
障
に
重
要

地
域
。
目
に
余
る
ロ
シ
ア
の
野
望
に
、
明
治

三
七
年
二
月
遂
に
戦
い
の
火
ぶ
た
が
切
っ
て

落
と
さ
れ
ま
し
た
。
ポ
ポ
ン
ポ
ン

　

ロ
シ
ア
艦
隊
は
旅
順
を
出
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
目
指
し
て
日
本
海
突
破
を
計
画
。
連

合
艦
隊
は
旅
順
に
急
行
。
敵
の
旗
艦
に
砲
撃
、

航
行
不
能
に
お
ち
い
ら
せ
た
も
の
の
、
旗
艦

三
笠
も
集
中
砲
撃
を
受
け
死
者
三
三
名
、
負

傷
者
八
三
名
の
大
被
害
。
三
笠
は
明
治
三
五

年
日
英
同
盟
か
ら
最
高
の
技
術
を
駆
使
し
て

英
国
で
建
造
さ
れ
、
当
時
の
国
の
予
算
の
五

％
千
二
〇
〇
万
円
。
全
長
一
二
二
ｍ
、
乗
員

の
定
員
は
当
時
世
界
の
戦
艦
最
大
の
八
六
〇

人
。
し
か
し
こ
う
し
た
敵
弾
集
中
の
中
、
東

郷
長
官
は
か
す
り
傷
一
つ
負
う
こ
と
な
く
や

は
り
運
の
強
い
男
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

海
軍
き
っ
て
の
戦
略
家
と
う
た
わ
れ
る
秋

山
真さ

ね
ゆ
き之
参
謀
が
、
円
戦
法
を
改
良
し
た
Ｔ
字

戦
法
を
考
案
。
一
直
線
に
進
ん
で
く
る
敵
艦

隊
に
対
し
横
一
列
に
味
方
艦
隊
を
並
べ
敵
の

進
路
を
さ
え
ぎ
っ
て
、
す
べ
て
の
大
砲
を
敵

の
先
頭
に
集
中
攻
撃
し
順
々
に
敵
艦
を
一
隻

づ
つ
沈
め
て
全
滅
さ
せ
る
作
戦
。

　

と
こ
ろ
が
黄
海
海
戦
に
敵
の
一
万
メ
ー
ト

ル
先
で
タ
ー
ン
。
タ
ー
ン
が
早
す
ぎ
た
の
か

Ｔ
字
戦
法
完
成
前
に
、
敵
は
進
路
を
反
対
に

と
り
旅
順
港
に
逃
げ
戻
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

お
び
き
出
し
て
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
が
、

す
ぐ
逃
げ
込
ん
で
し
ま
う
。
さ
れ
ば
と
港
の

入
口
約
九
〇
ｍ
に
船
を
沈
め
る
閉
塞
作
戦
、

し
か
し
失
敗
。
ロ
シ
ア
は
旅
順
や
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ッ
ク
に
戦
艦
七
隻
は
じ
め
強
力
な
艦
隊

を
配
備
し
、
日
本
の
輸
送
船
は
わ
ず
か
三
ヶ

月
間
に
十
三
隻
も
沈
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

更
に
連
合
艦
隊
を
ふ
る
え
上
ら
せ
る
情
報

が
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
バ
ル
ト
海
に
い
る
戦
艦

八
隻
を
主
力
に
、
三
〇
隻
余
り
の
バ
ル
チ
ッ

ク
艦
隊
を
援
軍
と
し
て
日
本
海
へ
送
る
と
い

う
の
で
す
。

　

戦
艦
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊

　

ロ
シ
ア
の
軍
港
リ
バ
ウ
を
出
航
し
地
球
を

半
周
す
る
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
艦
隊
の
航
海
は

史
上
初
。
旅
順
の
七
隻
に
八
隻
が
合
体
す

れ
ば
合
計
十
五
隻
、
六
隻
の
日
本
の
倍
以

上
、
海
戦
は
戦
艦
の
数
と
数
。
大
艦
隊
が
来

る
前
に
な
ん
と
し
て
も
旅
順
艦
隊
を
壌
滅
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
陸
海
協
同
で
攻
略
を

と
、
乃
木
希
典
大
将
率
い
る
第
三
陸
軍
は
旅

順
要
塞
を
攻
撃
す
る
も
、
堅
固
な
要
塞
と
機

関
銃
に
は
ば
ま
れ
攻
略
出
来
ず
、
さ
れ
ば

と
二
〇
三
高
地
を
力
攻
め
し
た
が
、
日
本

兵
は
バ
タ
バ
タ
倒
さ
れ
多
く
の
死
者
を
出
す

も
、
遂
に
攻
め
落
と
し
陥
落
さ
せ
た
二
〇
三

高
地
か
ら
眼
下
の
旅
順
港
内
の
艦
隊
を
砲
撃

し
次
々
と
撃
沈
海
底
に
葬
り
、
陸
軍
の
多
大

な
犠
牲
に
よ
っ
て
見
事
実
を
結
ん
だ
の
で
す
。

　

乃
木
大
将
は
多
く
の
兵
を
戦
死
さ
せ
た
凡

将
と
の
評
が
あ
る
が
、
息
子
二
人
を
戦
死
さ

せ
な
が
ら
悲
し
み
を
押
え
戦
っ
た
。
旅
順
は

本
当
に
真
下
、
な
ん
と
し
て
も
攻
略
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
重
要
拠
点
で
し
た
。

　

呉く
れ

よ
り
帰
京
し
た
東
郷
大
将
は
、
山
本
大

臣
、
伊
東
軍
令
部
長
に
伴
な
わ
れ
て
皇
居
へ
。

こ
の
時
東
郷
は
、
明
治
天
皇
に

　
「
新
し
く
来
る
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
、
誓
っ

て
激
滅
し
ま
す
」

　

断
言
し
て
い
い
の
か
と
、
山
本
・
伊
東
の

両
名
驚
天
し
た
と
申
し
ま
す
。

　

確
固
た
る
決
意
表
明
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。

　

三
笠
は
集
中
砲
火
を
浴
び
、
装
甲
も
大
砲

も
機
械
も
破
損
し
昼
夜
兼
行
で
修
理
。

　

東
郷
長
官
は
、
自
宅
で
休
養
わ
ず
か
三
日

の
み
、
作
戦
会
議
、
幕
僚
人
事
と
精
力
的
に


